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公開講演会 

 
 

中東関係のはじまり： 

英国委任統治パレスチナと日本 
 

【講師】 

石田 訓夫 
（南山大学外国語学部客員教授／CISMOR共同研究員） 

 

2011 年 2 月 26 日(土)  13：00～15：00 
同志社大学 今出川キャンパス 

神学館 3 階 礼拝堂 
 

 
 
 

 
○入場無料・事前申込不要 
○お問い合わせ先 

                  同志社大学 一神教学際研究センター(CISMOR) 
TEL. 075-251-3972  
E-mail: info@cismor.jp  
HP: http://www.cismor.jp/ 



【プログラム】 

1) 開会挨拶、講演者紹介 13：00－13：05 

2) 講 演 13：05－14：30 

3) 質 疑 応 答 14：30－15：00 

 

講 師： 石田 訓夫 
南山大学外国語学部客員教授 
CISMOR 共同研究員 

 
司 会： 小原 克博 

同志社大学教授、一神教学際研究センター長 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 
 

【講師紹介】 
 

 石田訓夫（いしだくにお）  

現在、外務省より南山大学へ客員教授として研究出向中(2011 年 3 月迄)で、実務経験を活かして

国際政治、アメリカの中東外交等を教える。また、早稲田大学法学部非常勤講師を兼ね、同志社大

学一神教学際研究センター(CISMOR)の共同研究員。ヘブライ大学で M.A.及び Ph.D. (2010 年) を

取得。学位論文テーマは、「日本の戦後中東政策の起源 1952-1956 年 －日本・イスラエル国交樹立

の事例－」。専門は、中東（イスラエル・パレスチナ）、日本外交と近代ユダヤ、アメリカの中東政

策、国際政治。 

石田講師は、外務省に語学専門職（ヘブライ語）として入省(1972)。1973 年～1975 年、エルサレ

ムのヘブライ大学にて語学研修留学。研修中に第四次中東戦争に遭遇。研修後は、イスラエル及び

中東和平問題を専門にイスラエル日本大使館勤務（1975-1979 年/1985-1989 年/1999-2002 年）と本省

勤務を繰り返す。その他、アメリカのロサンゼルス総領事館（1983-85 年）、ヒューストン総領事館

（1999-02 年）に勤務。外務本省ではイスラエル・パレスチナ、国連中東問題、ＯＥＣＤ，ラビン政

権時代の中東和平交渉等を担当し、1993 年ワシントンのイスラエル・ＰＬＯ間オスロ合意式典に随

行。またパレスチナ自治カイロ合意、村山総理中東訪問に随行。ラビン首相国葬に参列。2005 年パ

レスチナ大統領選挙、2006 年パレスチナ自治評議会選挙の日本政府派遣国際選挙監視団統括。前職

は総合外交政策局政策企画室企画官。 

 



 

CISMOR 公開講演会 

中東関係のはじまり：英国委任統治パレスチナと日本 

 

平成２３年２月２６日 

石田訓夫 

 

 ＜概要＞ 

第一次世界大戦が終わり中東で英国支配が強まると、ユダヤ人の間でパレスチナ故地へ帰

還しようとするシオニズム運動が勢いを得て国際社会に登場する。同じ頃、日本はアジアの

列強として新たな国際秩序の担い手となると、シオニズム運動を英米に付随する国際的な動

きとして注目するようになる。一方、中東の英国委任統治パレスチナでは日本との交易もは

じまる。 

ところが１９３０年代に入ってアジア情勢とヨーロッパ情勢に緊迫感が高まる頃、パレス

チナにおいてはアラブ住民とユダヤ移民との民族、宗教に根差した対立が激しくなり、日本

も問題の深刻さを認識する。満州事変後に国際的孤立を深めていく日本にとって、大恐慌後

も経済が低迷する世界で発展の著しい英国委任統治パレスチナは、魅力ある経済市場である

とともに、孤立を回避する英米協調の場として政治的にも重要度を増す。 

 

 ＜内容＞ 

１． 第一次世界大戦と日本のユダヤ問題への関心 

 

２． 英国委任統治パレスチナの発展 

 

３． 英国委任統治パレスチナへの日本の関心 

 

４． パレスチナの宗教問題と日本 

 

５． 日本と英国委任統治パレスチナ 

 

６． パレスチナ日本名誉領事 

 
 
 
 
 
 



MEMO 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜次回ご案内＞ 

   [主催] 同志社大学一神教学際研究センターCISMOR 
   [共催] 同志社大学アフガニスタン平和・開発研究センター 

    同志社大学神学部・神学研究科 

 公開講演会 

 "The Islamic Caliphate between East and West 
  －Historical Reflections and Contemporary Considerations" 

（東西間のイスラーム・カリフ制 －歴史的考察と現在の展望） 

 

 【講師】 Reza Pankhurst（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス(LSE)研究員） 

 【日時】 ２０１１年３月１２日（土）１３：００－１５：１０ 

 【会場】 同志社大学 今出川キャンパス 明徳館１階 Ｍ１教室 

 

  英語講演・逐次通訳あり／入場無料・事前申込不要 


